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泌尿器がんの薬物療法は，殺細胞性抗がん薬，分子標的治療薬，免疫チェックポイ
ント阻害薬，抗体薬物複合体，内分泌療法薬，アンドロゲン受容体経路標的薬など多
岐に渡っています．本誌第 74 巻第 10 号（2020 年 9 月号）では，①各種抗がん薬
の作用機序，②化学療法，分子標的療法および免疫療法の副作用，③各泌尿器がんの
薬物療法，という構成で薬物療法の実践に役立つ特集が組まれました．しかし，その
後新たな作用機序の薬剤や併用療法が登場し，副作用管理はますます複雑になってき
ています．
がん薬物療法を行う際に各種診療ガイドラインを参考にされていると思いますが，

多くの場合，疾患ごとのガイドラインを参照するに留まっているのではないでしょう
か．実は国内外でがん支持療法に関するガイドラインも多数発行されており，本来は
こういったガイドラインも熟読して薬物療法を行わなければなりません．しかし，薬
物療法だけでなく手術や検査も行わなければならない泌尿器科医にとっては，なかな
かそこまで手が回らないのが実情と思います．
そこで今回はがん薬物療法の支持療法にフォーカスし，効率的に支持療法の最新知

識を学べる特集を企画しました．本誌を参考に，がん薬物療法を受ける患者さんに最
適な支持療法を行っていただければ，望外の喜びです．
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泌尿器がん薬物療法の副作用
支持療法を知らずして行うべからず !
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